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• 活力ある都市は、次々と新しいものが生まれる都市

• 直接、人と人が出会うことから、新しいものが生まれる

• 大阪の活力の源は多様性

• 多様な人と人が出会い、

また、人が様々な新しいモノに触れて感じる機会を増やしたい

大阪を活性化する
ために

Osaka Metroが
目指すもの

Osaka Metroは、最高の安全・安心を追求し、誠実さとチャレンジ精神をもって、

大阪から元気を創り続けること

Osaka Metroは、活力インフラへ

Osaka Metroは、社会生活をしっかりと支える。

さらに、活力も生み出すために、出会いをさらに活性化するインフラを目指す。

「活力インフラ」とは多様な人とモノの出会い、すなわち、文化や国籍に関係なく

人と人が出会い、人が新しいモノに触れて感じることで、

その一人ひとりの出会いが大阪の元気を創り続けるためのインフラ

Osaka Metro＝社会生活インフラ+活力インフラ

Osaka Metroが進める具体的な取り組み

活力拠点の創出

夢洲開発

夢洲
東西軸

南

北
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社会生活インフラ
＋

活力インフラ

東西軸・南北軸の強化

地下空間の一体開発



新しい地下空間へ

今まで以上の安全・安心
を追及し続ける地下鉄へ

地下鉄に乗ることが
目的化するような
空間の創造

・徹底した転落防止（可動式ホーム柵の設置）
・防災対策の強化（地震、津波浸水対策推進）
・子育て世代サービス充実（ベビースペース等）
・バリアフリー化、セキュリティーの強化

・多様性あふれるデザインに刷新
・大画面ディスプレイやAIコンシェルジュなど最先端
技術の詰まった列車で近未来の乗車体験
・駅での音楽ライブや映画上映でワクワク体験

社会生活インフラ

移動をさらに活性化、
ストレスフリーな
地下空間へ

・アプリで最適な移動手段の提供でスムーズな移動
・コンシェルジュスタッフや多言語ロボットでおもてなし
・AR（拡張現実）アプリでわかりやすい案内
・地域と連携した駅でのストアアプリ

コンセプトと具体的な機能

活力インフラ

多様な人やモノの出会い、その一人ひとりの出会いが大阪の元気をつくり続ける
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地下空間の開発費用について（2018年度～2024年度の合計額）

• 御堂筋線９駅、中央線６駅のリニューアルを2024年度までに完了

御堂筋線

中
央
線

新大阪
(2021)

中津
(2019)

梅田
(2020)

淀屋橋
(2024)

本町
(2024)

心斎橋
(2020)

大国町
(2024)

動物園前
(2021)

天王寺
(2024)

大阪港
(2024)

弁天町
(2022)

堺筋本町
(2021)

谷町四丁目
(2024)

森ノ宮
(2024)

リニューアル対象駅

内容 費用 備考
地下空間 300億円 15駅
車両 295億円 中央線30列車
合計 595億円

※上記のうち、地下空間は100億円、車両は30億円
を新たに追加。
また、車両には万博用車両を含むが大阪市等の負担を
予定
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新大阪駅 コンセプトは「近未来の大阪」

梅田駅 コンセプトは「インフォメーション・ターミナル」
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心斎橋駅 コンセプトは「テキスタイル」

大阪港駅 コンセプトは「空中に浮いた旅する船」



新型車両 移動そのものを楽しめる車両へ刷新
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中央線延伸への参画

国内外の来訪者を
迎える玄関口

・多くの人がスムーズに万博やＩＲにアクセスできる
空間を提供

社会生活インフラ
（多様な出会いを支える）

コンセプトと具体的な機能

活力インフラ
（新しい大阪らしさに出会え
るエキサイティングな場所）

新しい体験への期待を
高め、ワクワク感を演出

・コスモスクエア~夢洲へのトンネル及び夢洲駅を
エンターテイメントへの入口に

夢洲
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咲州

舞洲方向

夢舞大橋

コンテナターミナル

第1期

夢洲駅位置図

第2期

第3期

夢洲駅



夢洲開発への参画について

「活力インフラ」の拠点としての開発を目指し前向きに取り組
んでいく。
場所・規模等については土地確保や共同事業化などの開
発に必要な条件が整い次第、具体的な検討を進めていく。

新しい大阪の活力拠点
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国内外の来訪者を
迎える玄関口

開放感で明るい空間と
未来のモビリティと結節

新しい大阪らしさを
生み出すまち

新たな国際観光拠点を
形成

・駅と商業施設とを開放的な空間で一体感を創出
・駅ターミナルから、未来的な自動運転モビリティを
確保する

・大阪を一望できる展望台
・日常では味わうことができないにぎわい空間として
歩いて楽しく、新たな発見や出会いの生まれるまち
・人が出会えるマーケットプレイス、活力を生み出す
アーティストやスタートアップの活動拠点など

社会生活インフラ
（多様な出会いを支える）

多様性が活力を生み出し、それが流れ出して、大阪の地下水脈となって大阪全体に染み出す象徴
（建物の外観で表現）

コンセプトと具体的な機能

活力インフラ
（新しい大阪らしさに出会え
るエキサイティングな場所）

夢洲



夢洲駅 開放的で出会いの予感に満ちた駅
※土地の確保等の条件があり、今後関係者と協議・調整を進めていく。

8

夢洲駅タワービル
多様性が活力を生み出しそれが大阪中へ染み渡っていくというコンセプト
※土地の確保等の条件があり、今後関係者と協議・調整を進めていく。


